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　堺屋太一さんと私は学年が一緒ですが、堺
屋さんは １９３５ 年 7 月のおそ生まれ、私は
１６３６ 年 1 月のはや生まれですから、私より
半年兄貴分です。
　堺屋さんを知ったのは、20 年余り前の
１９９８ 年 7 月に国務大臣経済企画庁長官に就
任された時です。私は一足早くその年の 6月
に新設された金融監督庁長官についていたと
ころ、夏の参議院選挙で自民党が大敗し、橋
本内閣から小渕内閣となり、堺屋さんは小渕
内閣に民間人の国務大臣として入閣されたの
でした。
　その年の夏から秋にかけての国会は、金融
国会と呼ばれ、おりしも破綻の危機にひんし
ていた長銀、日債銀の問題をはじめ、金融再
生法、金融健全化法等の法整備が集中的にな
されていた国会でした。
　国会では私は、金融機関なかんずく銀行の
不良債権の問題を中心に野党の集中攻撃を受
け、しばしば、苦境に立たされましたが、堺
屋さんは、より高い次元の経済や国の財政の
問題を中心に与野党の質問に丁寧に答弁され
ていました。相前後して答弁に立ったことも
何回かありました。
　金融監督庁と経済企画庁は合同庁舎 4号館
に同居していましたので、朝、登庁時に 1階
のエレベーターの前でごあいさつをすること
もたびたびあり、また、大臣室を訪問しては
不良債権の問題についてご進講申し上げたこ
ともありました。
　また私は閣僚ではありませんでしたが、直
属の上司は内閣総理大臣でしたので、公正取
引委員会の委員長と並んで毎月開かれる経済
関係閣僚会議に出席し、堺屋さんと同席させ
ていただきました。

　２０００ 年 4 月に小渕総理が病魔に倒れこれ
を引き継いだ森内閣でも、２０００ 年 12 月の内
閣改造まで 2年半近くも国務大臣を務められ
ました。私も ２００１ 年 1 月に金融庁長官を辞
したのでほとんど同じ時期を小渕、森の両内
閣で過ごしたことになります。
　堺屋さんと私はいわば戦友と言ってもよい
でしょう。
　ACPF の渡里杉一郎会長が ２０００ 年 9 月に
退任され、敷田理事長が会長代行を 3年近く
務めながら会長にふさわしい人材をさがして
いたところ、栢森元理事のご縁で、堺屋さん
は ２００３ 年 6 月にACPF の会長を引き受けて
くださいました。
　爾来、15 年半の長きにわたり、会長職を
無報酬でいわばボランティア活動として務め
ていただきました。その間の財団に対する数
多くのご貢献は筆舌に尽くせぬものがありま
すが、最近では ２０２０ 年の国連犯罪防止・刑
事司法会議が京都で開かれることが決定する
と自ら京都国際会議場に足を運び、犯罪防止
の国際会議にふさわしい警備・防犯器具など
の展示をできないかを検討されたり、小冊子
「データでみる安全な国日本」の責任編集を
手掛け、随所に「堺屋ミニコラム」を入れて
くださったり、ひっ迫する財団の財政を救う

ACPFをグイグイとけん引
アジア刑政財団理事長　日野　正晴
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ためにご自身が育てられた「だるまの会」の
メンバーを法人会員にしていただいたり、世
間にありがちな名誉職の会長ではなく、実
質的にACPF の先頭に立ってぐいぐい引っ
張っていかれる会長でした。
　毎月開かれる財団の執行部会議にもお顔を
出していただいて、なぜ財団にお金が集まら
ないのか、その原因をよく考えなさいとたび
たび苦言を呈され、私たちを叱咤激励されま
した。
　昨年 12 月 17 日に、アジ研で開かれた昭島

　堺屋会長の葬儀・告別式は 2月 17 日午後
1時から青山葬儀所で行われました。喪主は
洋画家で日本芸術院会員の史子夫人。前日の
通夜には安倍晋三総理大臣をはじめ森喜朗、
福田康夫の元総理の方々が参列、葬儀では菅
義偉内閣官房長官、茂木友三郎キッコーマン
名誉会長、橋下徹元大阪府知事、建築家安藤
忠雄氏の 4人が弔辞を述べて別れを惜しみま
した。参列者は 1000 人にのぼりました。
　堺屋会長は、２００３ 年 6 月に ACPF 会長に
就任し、以来、当財団のために会員拡充はも
とより、様々なアイデアを提唱されました。

中でもACPFを世に知らしめるため
に、データでみる「安全な国　日本」

発刊を提案し、２０１５ 年 7 月に初版、２０１８ 年
1 月に改訂版を発行することができました。
　２０２０ 年 4 月の京都コングレスまでには、
もう 1回再改訂版を発行して世界の刑事司法
関係者に日本の安全を発信しようと、常々
仰っていました。
　また、2カ月前の ２０１８ 年 12 月 17 日には、
アジ研の国際会議場で開かれた「昭島まちづ
くり企業サミット」で、基調講演とＡＣＰＦ
活動のプレゼンテーションをしてくださった
ばかりでした。
　　　（アジア刑政財団事務局長・山下輝年）

葬儀・告別式　1000 人が参列

１９３５年７月 13 日、大阪市生まれ。本名、池
　　　口小太郎
１９６０年３月東京大学経済学部経済学科卒業
　　　４月通商産業省（現経済産業省）入省
１９６２年通商白書で「水平分業論」を発表
１９７０年 3 ～ 9 月大阪万博をプロデュース
１９７５ ～ 76 年沖縄海洋博を担当
１９７５年小説『油断 !』で作家デビュー
１９７６年『団塊の世代』を発表
１９７８年 １０ 月退官、執筆活動に入る
１９９０年大阪「花と緑の博覧会」プロデュース
１９９８年 7 月経済企画庁長官就任

堺屋太一氏　年譜 ２０００年 12 月同退任
２００３年６月アジア刑政財団会長就任
２００７年 10 月財団創立 25 周年で基調講演
２００８年８月第 12 回 ACPF モンゴル世界大　
　　　会参加
２０１０年上海万博日本産業館をプロデュース
２０１２年４月旭日大綬章受章
２０１２年 12 月財団創立 30 周年で特別講演
２０１５年７月『安全な国　日本』責任編集
２０１７年９月第 3回世界保護観察会議で挨拶
２０１８年２月『安全な国　日本』改訂版発刊
２０１９年２月８日逝去、83 歳
２０１９ 年２月従三位に叙せられる

市企業サミットで講演されたのが最後のお姿
になりました。後にも、先にも堺屋さんのよ
うな会長は見つからないでしょう。
　堺屋さんは、２０２５ 年の大阪万博を生涯の
最後の仕上げの仕事と心得ておられるご様子
でした。それをみることなく、また来年の国
連犯罪防止会議に出席することもできずにこ
の世を去られさぞかし無念残念なことでしょ
う。どうか天国で私たちを見守っていていた
だきたいと思います。
　心からのご冥福をお祈りいたします。合掌
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　堺屋先生との出会いは、１９８６ 年に住友銀
行が経営セミナーを開催した折、講師として
名古屋に来られたことがきっかけでした。役
人出身らしからぬ人柄で、人当たりが優しく、
人の話にもよく耳を傾ける、柔軟で斬新な発
想の持ち主というのが第一印象でした。
　その時、堺屋先生は次のように話されまし
た。「今企業に求められているのは文化だ。
企業が大きくなるには社会に認められなけれ
ばいけない。社会に認められるには企業文化
をアピールすることが大切だ。文化が滅びる
と国が滅びる。企業も同じことがいえる」と。
　この堺屋先生との出会いが、私の会社が
１９９０ 年に大阪で開催された「国際花と緑の
博覧会」に単独パビリオン「名画の庭」を出
展するきっかけとなりました。堺屋先生は当
社の総合プロデューサーを引き受け、建築設
計は安藤忠雄先生に、販促グッズは奥様で画
家の池口史子様にデザインを担当していただ
きました。この花博出展により、当社の知名
度・認識度は急激に上がり、社内の活性化、
モラールアップにも大きく寄与し、採用活動
にも著しい変化が表れました。花博終了後、
堺屋先生のアドバイスにより、出展した「陶
板画」を京都府に寄贈し、世界初の絵画庭園
「京都府立陶板名画の庭」が誕生しました。
　私は １９９６ 年に社長を 55 歳で退任し、ライ
オンズクラブ国際協会、名古屋ウエストライ
オンズクラブの会長に就任しました。その折
に堺屋先生から奉仕事業として国際協力への
示唆を受け、その第一弾の活動として、フィ
リピンのモンテンルパ市にある「ニュービリ
ビッド刑務所」内に「社会復帰センター」の
建設を行いました。この奉仕事業は、当時の
敷田稔名古屋高検検事長からの提案、指導の
もとに始まった大事業でした。当時の実務協

力者は、アジ研教官（現アジア刑政財団事業
部長）の吉田弘之様でした。
　敷田先生との出会いは、敷田先生が １９９３
年に名古屋高検検事長として着任された時、
小野哲検事から紹介されました。小野先生と
は、私が小５、先生が高 2のときからの付き
合いで、新ちゃん、兄ちゃんと呼び合う仲で
した。敷田先生ともいつの間にか新ちゃん、
親父さんと呼び合う仲に成りました。
　このモンテンルパの「社会復帰センター」
の建設にも、堺屋先生にご参加いただき、建
築設計は安藤忠雄先生に引き受けていただき
ました。建設資金集めに奔走していた私はト
ヨタ自動車の豊田章一郎会長をはじめ中部地
区の財界人の協力を得て ２，５００ 万円を確保す
ることができました。テレビのドキュメンタ
リー番組として１時間枠で放映されました。
　１９９４ 年 12 月に私はアジア刑政財団の理事
となり、その 10 年程後、敷田先生が財団の
会長の人選について私にお話をされました。
私は堺屋先生にお願いしてはどうかと推奨
し、２００３ 年 6 月に会長に就任していただき
ました。堺屋先生は、財団のスローガンであ
る『犯罪なき繁栄』を知り、「都市化して犯
罪が増えなかったのは日本だけ。交通事故死
者も激減しているし、汚職も減っている。日
本ほど安全・安心で清潔な国はない。それを
知らせる活動をしていきたい」と仰ってくれ
ました。
　堺屋先生は、来年 ２０２０ 年に京都で開催の
第 14 回国連犯罪防止会議（コングレス）、そ
して ２０２５ 年の大阪・関西万博をやるまでは
生きていたいと語っていましたが、それも叶
わないことになってしまいました。心からご
冥福をお祈りすると共に、天国から日本を見
守っていてくださるよう願っております。

堺屋会長誕生は「花博」のご縁
元理事　栢森　新治
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出会い

　堺屋太一会長に初めてお目にかかったの
は、UNAFEI所長就任直後の２０１４年11月頃。
ACPF 本部では月例会が開かれ、主に財政
問題を協議していました。出席者は、堺屋会
長以下理事長、副理事長、事務局長、審議役
など十数名。慣例として UNAFEI の所長・
事務局首席が参加していたのです。
　私は １９９５ 年 4 月から 3年間、UNAFEI 教
官の経験があるものの、その後は特に接点は
なく、著名人堺屋太一と同じ部屋で間近に接
するのは初めてでした。爾来 4年間、幾度も
会うことになりました。
　堺屋会長は、自分の思い通りに進まずとも、
顔に出さず、嫌みも言わず、命令調にもなら
ず、穏やかにご自身の考えを話す方だと感じ
たものです。

安全手帳構想

　初めての月例会で、日本の安全・安心をポ
ケットサイズで発行してACPF の財源にす
るという構想を知りました。堺屋会長の発案
です。動いていたのは堤哲ACPF評議員（元
毎日新聞記者）。犯罪白書等の統計を基に小
冊子を作るのに、事務局の動きは鈍く、専門

家たるACPF 幹部も多忙で動けず、堤氏が
一人で奮闘中でした。私は、ACPF にお世
話になった者として協力を申し出ましたが、
堤氏曰く、以下の状況であったとのこと。
＊ �２０１４ 年 1 月 27 日、堺屋構想ペーパー初披
露。
＊ �2 月 13 日、ACPF 全体会議でこの企画を
承認。
＊ �2 月 20 日、資料収集・制作出版に実績あ
る会社が内容に関する文書提示。
＊ �3 月 10 日、統計手帳「安全な国　日本」
の ５０００ 部発行計画を堺屋会長が提示。
＊ �5 月 21 日と 6 月 4 日に堺屋事務所で上記
会社と協議するもACPF側意向と不一致。
＊ �6 月 23 日、前回協議後に当初企画とは変
更著しい堺屋構想メモが届いたとして上記
会社が難色を示して離脱。
＊副理事長や審議役数名にも相談中。

打ち合わせから発刊まで

　堺屋会長、松尾邦弘副理事長以下で内容を
協議するにしても、議論用の材料が必要です。
印刷イメージ作成は堤氏が担当し、統計やグ
ラフだけを載せても意味不明のため、説明文
や見出しを付ける役回りが私に回り、短い日
本文説明や見出しを付けていきました。
　このような場合、正確な表現にこだわると
却って分かりづらく、大胆な表現にしました
が、堺屋会長はそのまま認めてくださいまし
た。ご自身は各章ごとにコラムを自ら執筆し、
これがまた「簡にして要を得た」見本のよう
なものです。
　なお、制作・印刷会社は、アジア刑政通信
の発行を担う東日印刷に依頼し、英文は、堤
氏が毎日新聞社会部の同僚で、英文毎日の記
者だった中村恭一氏（国連人口基金・国連コ

堺屋会長を偲んで
事務局長　山下　輝年

Alps 理事会で（2011・４・21）
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ソボ暫定政権の広報責任者、当時文教大学教
授、故人）に依頼しました。犯罪白書の統計
関係については、当時の法務総合研究所新海
浩之研究官に依頼し、専門用語の英文にも意
見をもらいました。
　多数の方々の協力の賜ですが、「堺屋太一」
の名前なしにはインパクトはなく、堺屋太一
のコラムなしでは興味を引かず、堺屋太一責
任編集と謳わなければ注目も浴びません。
　着々と進み始める一方で、ACPF 事務局
の一部には、資金集めに貢献できるか不明と
して消極意見も存在し、そこは堺屋会長、松
尾副理事長の指導の下、公益活動として一冊
の頒価 ５００ 円で日の目を見ることになりまし
た。
　このようにして、データでみる「安全な
国　日本」初版が ２０１５ 年 7 月 1 日に発行さ
れ、合計 ２３，０００ 部ほど世の中に出て、財政
上の貢献は相当なものでした。２０１８ 年 1 月
には改訂版を発行し、その発行数も現時点で
１７，０００ 部に達しています。
　初版について ２０１５ 年 7 月 14 日に日本記者
クラブで記者会見したことは、アジア刑政通
信 57 号で既報のとおりです。改訂版につい
ては ２０１８ 年 2 月 22 日に記者会見を実施し、
これはACPF の website に掲載しています
ので、ご確認ください。
　安全手帳は、２０２０ 年京都コングレスでも、
２０２５ 年大阪万博誘致にも役立つというのが、
堺屋会長の持論でした。

堺屋会長のアイデア

　２０２０年に国連犯罪防止刑事司法会議（コン
グレス）の日本開催が決まると、堺屋会長は、
「この機会にACPF として何かできないか」
「企業の協力を得て見本市を開催し、財政に
役立つ企画をしよう」と、幾度も仰っていま
した。大阪もコングレス会場誘致に立候補し
ていたからでしょう。
　かつての EXPO‘70 の成功体験で、一般公

開をイメージして「見本市」という表現になっ
たと思います。しかし、コングレスは、世界
の刑事司法関係者が事前登録制により参加す
る会議です。そのことを説明しても、なかな
か呑み込めてもらえず、「会場に隣接する場
所とか、やりようはある」と仰っていました。
私どもは「見本市ではなく、せいぜい展示会
です」と言い、用語から来るイメージの払拭
に努めました。
　その後、２０２０ コングレス会場が京都国際
会館に決まると、２０１８ 年 4 月 4 日、早速会
場の下見となりました。隣接ホテルも視察し
ましたが、予想以上の費用が判明し、徐々に
構想はしぼんでいきました。とにかくACPF
の財政に貢献するための方策を、ありとあら
ゆる機会を捉えて、我々に提案してくださっ
たのです。
　このようなアイデアがどこからくるのかと
思い、堺屋太一著「人を呼ぶ法則」（幻冬舎
新書）を読みました。そこには「人を呼ぶ秘
訣は、非日常の体験だ」という趣旨が述べら
れています。なるほど、大阪万博然り、ディ
ズニーランド然り、美術館然り、農業体験然
り。人々は平凡な日常生活を送っているから、
出かけたら日常から離れたいのは道理。
「官の力に頼る団体はいずれダメになります」
「おっ、これは…というようなことをやりま
せんか」
「面白いこと、楽しいことをやりましょう」
　これが堺屋会長の口癖であり、その言葉は、
本号でも紹介している「昭島まちづくり企業
サミット」での基調講演に繋がるものです。

最後に

　堺屋会長は、京都コングレス前にもう 1回
「安全な国　日本」再改訂版を発行して世界
に日本の安全を発信しようとしていました。
堺屋会長が永眠された今、堺屋太一責任編集
が可能なのか分かりませんが、堺屋会長のご
遺志を胸に活動していきたいと思います。
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　葬儀・告別式で、代表の４人が述べられた
弔辞（要旨）を紹介したい。
　菅義偉内閣官房長官 　　　　　　　　　
　昨年暮れまで国家戦略特区諮問会議や未来
創出会議にご出席されていたのに、突然の訃
報に残念でなりません。１９９８ 年から２年５
カ月、経済企画庁長官を務められ、経済再生
について大胆な経済対策をとりまとめ、日本
経済に変化の胎動をもたらしました。
　団塊世代という言葉の生みの親として、早
くから高齢者が歩い
て暮らせる街づくり、
70 歳まで働くことを
選べる社会の構築、少
子高齢化社会へ基本
的な考え方は継承さ
れています。安部内
閣では、内閣官房参
与として歴史の知見
に裏打ちされた、類
いまれな先見性を活かしたご助言をしていた
だきました。
　個人的には堺屋さんの「豊臣秀長」が愛読
書で、昨年官邸での会議のあと、全集の 1冊
にサインを入れて、そっと手渡してくれまし
た。
　茂木友三郎キッコーマン名誉会長
　堺屋さんとは、同じ昭和 10 年生まれの亥
年で、昨年 11 月終わりの「初亥会」で一緒
でした。昨年６月、アメリカの工場が 45 周
年を迎え、ウィスコンシン州にご夫妻をお招
きして、日米経済フォーラムで講演していた
だいたのですが、鋭い洞察力にアメリカの聴
衆も感銘していました。
　やさしい家庭人でもありました。洋画家で
日本芸術院の会員でもある史子さんと仲睦ま
しいご夫妻でした。奥さんの個展のときは自

葬儀・告別式　４氏の弔辞（要旨）
ら電話をかけてくるなど、マネジャーのご
とくでした。２０１０ 年上海万博では総合プロ
デュースされた日本産業館は人気を博し、当
社が出店した日本料理店も満員でした。　
　橋下徹元大阪府知事、元大阪市長
　２０２５ 年の大阪万博で、先生にテープカッ
トを立ってもらわないと困るんですよ。すし
屋の２階で松井さん（一郎大阪府知事）と３
人で酒をのみ、先生は大阪万博誘致の話を熱
く語ってくれました。当時は夢物語で、誰も
信じなかったのですが、それが実現しました。
　先生はまったく打算のないお方でした。話
は、無茶苦茶面白く、堺屋ワールドに引き込

まれました。歴史
の転換点には必ず
必要とする人物が
現れる。大阪では、
それが橋下さんな
んだよ、といって
くれました。
　いま一致団結し
て動き出している
のは、先生の情熱

のたまものです。１９７０ 年大阪万博を超えよ
うと張り切っています。少しお休みになられ
て、25 年には一緒に走り回りましょう。　
　建築家・安藤忠雄氏
　堺屋先生とは 40 年来のお付き合いで自宅
の設計もさせてもらいました。
　夢は大きいほどよい、とよくいわれていま
した。大きな夢には必ず壁がある。その壁を
乗り越えることで、夢はさらに大きく広がる
と。
　セビリア万博と大阪の花博でパビリオンの
設計をさせていただきました。
　２０２５ 年の大阪・関西万博は、21 世紀を代
表する博覧会にしなくてはいけない、アイデ
アも沢山あるんだ、ともいっておられました。
「おっ、やってるな」といわれるように頑張
りますので、天国から見守ってください。
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　東奔西走　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堺屋太一氏　　　軌跡半世紀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八面六臂

旭日大綬章を受けて
（2012・５・８）

絹谷幸二賞表彰式（2014・３・17）

ACPF モンゴル世界大会で挨拶する堺屋太一会長（2008・8・26）

敷田先生を偲ぶ会（2017・11・30） 1970 年大阪万博の頃
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　東奔西走　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堺屋太一氏　　　軌跡半世紀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八面六臂

UNAFEI's 50th & ACPF's 30th Anniversaries（2012・12・12）

第 3 回世界保護観察会
議（2017・９・13）

『
安
全
な
国　

日
本
』発
刊
記
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会
見（
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０
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・
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・
14
）
万
博
に
つ
い
て
講
演
す
る
堺

屋
会
長
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１
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・
10
・

27
）

洋画家・池口史子夫人の作品を飾った仕事部屋で
（2008・１）

堺屋会長、上川法相、野沢全国保護司連盟理事長
（2017・９・13）
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　2018 年 12 月 17 日 ( 月 ) 午後 3 時から、昭
島市にあるUNAFEI 国際会議室で、「昭島ま
ちづくり企業サミット」が開催され、ACPF
からは堺屋太一会長以下が出席し、基調講演
（10 分）のほか、財団紹介と企業関係者と街
づくりに関する意見交換を行いました。
　昭島市を活性化させようという臼井伸介昭
島市長のリーダーシップの下、2018 年度当
初に構想され、その後、徐々にプログラム
が具体化していきました。そこで、昭島市
に誕生した国連アジア極東犯罪防止研修所
（UNAFEI）の立派な施設を活用したいとい
うことで実現したのです。
　臼井市長は、自他共に認める「UNAFEI（ア
ジ研）ファン」であり、国際研修・国際セミ
ナーの歓送会などの催しに積極的に参加して

くださっております。持ち前の明るいキャラ
クターで、「あきしまぁ、大好きぃ！」と大
声で場を盛り上げるその姿に、海外の研修参
加者も魅了され、日本語の挨拶言葉に加え、
このフレーズも浸透しています。
　このような関係にあることから、UNAFEI
も ACPF も会場使用に協力し、一方で、こ
の昭島まちづくり企業サミットへの参加を要
請され、堺屋会長の出席となった次第です。

参加企業
　参加した企業は、昭島に拠点を有する次の
１０社のほか、昭島市商工会と当財団です。
１　株式会社 IHI
２　株式会社エコス
３　昭和飛行機工業株式会社

堺屋会長  最後の ACPF 活動！

「街づくりがんばろう」とこぶしを握る堺屋会長（右から 6 人目）
左に 1 人置いて瀬戸毅アジ研所長、臼井伸介昭島市長

昭島まちづくり企業サミットで基調講演
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４　株式会社タチエス
５　東京グリコ乳業株式会社
６　日本航空電子工業株式会社
７　日本電子株式会社
８　フォスター電機株式会社
９　フランスベッド株式会社
１０　　HOYA株式会社
　会場には、昭島市長以下の幹部職員約 30
名、昭島市議会議員 17 名、多摩信用金庫、
多摩大学、昭島観光まちづくり協会など、多
くの関係者が出席しました。
　報道機関としては、読売新聞社、毎日新聞
社、西多摩新聞社、FMラジオ立川から取材
がなされていました。

サミットの様子

　このサミットにおける発表・協議のモデ
レーターは、久恒啓一多摩大学副学長が務め
ました。上記 10 社と２団体がそれぞれの組
織と活動を紹介しつつ、昭島市を活性化する
方策について意見を交わしていったのです
が、冒頭でなされた昭島市の取組に関する説
明を簡単に紹介します。
＊ �1954 年 5 月 1 日に北多摩郡昭和町と拝島
村が合併して、両者の名前を組み合わせて
「昭島市」が誕生した。
＊�「人間尊重」「環境との共生」の理念の下、「元
気都市昭島」の実現に向けて施策を展開し
ている。

＊�深層地下水 100％の安全で美味しい水、
1961 年に発見されたクジラ化石（アキシ
マクジラ）で町を盛り上げていく。
＊�雇用の基盤となる中核企業との連携、中小
規模事業者支援等の施策で、「訪れてみた
い　住んでみたい　住みつづけたい　昭
島」「ここで生業をしたい　生業をしつづ
けたい　昭島」を目指す。
＊�防災と人材交流で官民連携を推進する。

堺屋太一会長の基調講演

　昭島市から、堺屋会長宛に、サミットの冒
頭で、経済界、そして元経済企画庁長官とし
ての経験から「まちづくり」に関して基調講
演を 10 分でお願いしたいという要望が入っ
たのが、4日前の 12 月 13 日でした。堺屋会
長も二つ返事で引き受けつつも、昭島市の特
徴が何かを把握しあぐねている様子でした。
しかし、サミット当日、演壇の前に立つと、
説得力ある口調で講演し、参加者から大きな
拍手が起き、それまでの儀式的な様相が生き
生きした雰囲気に一変しました。
　その基調講演の詳細は次ページ以下のとお
りですが、要点を掲げると、
江戸時代は「天下太平」、明治時代は「強い
日本」、第二次世界大戦後は「豊かな日本」、
今後はどんな日本を目指すべきかという観点
から講演し、参加者を魅了しました。

最後に

　サミットで印象に残った発言は、フォス
ター電機株式会社代表取締役の「外国人労働
者ではなく、海外人材という表現を使いま
しょう。同じ人間として個々の能力に着目す
ることが重要である」という発言でした。
　サミット後の懇親会は、昭島市内のフォレ
スト・イン昭和館で開催され、昭島観光まち
づくり協会の方々ともお話ができ、早速、「安
全な国　日本」改訂版を置いてくださること
になり、実り多い会合となりました。

発
言
す
る
堺
屋
会
長
（
右
は
山
下
輝
年

Ａ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
）
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　皆さん、こんにちは。ただいま過分な紹介
をいただきました堺屋太一でございます。
�私どもは、この昭島にアジア刑政財団の事
務所を設置しておりまして、その関係で発�
展途上国、アジア諸国の人々との交流を盛ん
に行っております。これからも皆さん方に、
諸外国から来る研修生との交流をよろしくお
願いしたいと思っております。�
�さて、私が、今日、この昭島の将来につい
て考える、これからの「街づくり」は、大�
変難しくなってまいります。というのは、日
本の人口がこれからは増えない、むしろ減�
少気味になっている。今は、この東京近辺、
東京一極集中の効果でまだまだ賑やかで、ビ
ルも建てば家も建つ、町も広がれば商店も増

えるという状態ですけれども、もうしばら
くした�2025�年位になりますと、人口減少が
段々と効いてきて、高齢者ばかりになってく
るという心配があります。そうした中で、こ
の昭島をどのようにして発展させるか、どの
ようにして賑やかにするか、どのようにして
面白い社会にするか、これが重要なことだと
思います。�
�考えてみると、日本という国は、明治維新
によって、まず、最初の日本、明治の日本を
創りました。徳川時代には、日本の国の唯一
の倫理観、何をしたらいいかという倫理観で
すね、これが「天下太平」だったんです。
　もう何ごとも天下太平、要するに世の中が
大きく変わらないこと、これが一番いいこと
だったんです。
　ところが明治維新で、この社会の倫理と美
意識がごろりと変わって、富国強兵、殖産興
業という前向きのものが非常に良いというこ
とになりました。
　そしてそういうことのできる人材が優れた
人材となりました。それまでは、天下太平で、
きちんと裃を着てじっと座っているような、
そういう人が優れた人材だったんですけれど
も、いっぺんにこのときから物事を積極的に
進めるという人が良くなったんですね。
　そして、そのような日本が約�70�年間続き
ました。明治の日本の一番の頂点は、第一次
世界大戦に勝ったときであったでしょう。�
�それから昭和の初めになりますと、段々と
軍国主義になり、日本の行き詰まりが見えて
きます。

「楽しい日本」を街づくりの基本に
アジア刑政財団会長　堺屋太一

 　昭島まちづくり企業サミット基調講演　2018.12.17
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　そして、やがて日中事変になり、太平洋戦
争になった。そして太平洋戦争での敗戦があ
りました。
　それでまた、日本の国ががらりと変わった
んですね。
　今度は強い日本ではなくて、「豊かな日本」
を目指そうというので一生懸命復興をし、経
済成長をし、所得倍増計画を作って日本が大
いに発展いたしました。
　それから今日まで�70�年経ちました。
　ところが、この平成になってから日本の成
長がいささか衰えてきました。そして世界に
占める日本の地位がどんどんと下落し、中国
に追い抜かれ、ロシアに追い抜かれ、今や日
本は先進国の中では、最終的な、後の方になっ
てしまいました。
　来年、平成が終わりまして、新しい元号に
なりますが、この辺りで三度目の日本、明治
の日本、昭和の日本に続く、新しい日本を創
らなければいけない。まあそういう時代に
なっているかと思います。�
�では、新しい日本は何を目指すのか。第一
の日本は「強い日本」を目指して富国強兵、�
殖産興業に突き進みました。第二の日本は「豊
かな日本」を目指して経済成長、所得倍増を
目指しました。では第三の日本は何を目指す
のか。
　私は、「楽しい日本」を創って欲しいと思っ
ております。従ってこの昭島の「街づくり」
もですね、「楽しい昭島を創ろう」、そういう
コンセプトを掲げていただきたい。
　皆が喜んで、楽しく住める、楽しさという
のはやはり、多様性と意外性のある町、そう
いった多様性のある町、意外性のある町、そ
ういう「街づくり」をしていただきたいと思っ
ております。
　幸いにもこの昭島には、昭和の森と昭和の
記念物が沢山あります。豊かな緑と、そして
豊かな地下水があるそうであります。これを
活かしてですね、本当に楽しい街づくり、�「住

んで楽しい」「働いて楽しい」「通って楽しい」、
そんな街づくりを目指してもらいたいと思っ
ております。�
�幸いに�2025�年、６年先に二度目の万国博覧
会があります。
　当地の出身の鈴木俊一さんは、日本の万国
博覧会の事務総長を務められました。後に東
京都知事になられますけれども、あの日本万
国博覧会に�6422�万人を集めて、192�億円の
黒字を残した。
　イベントというのは補助金を出してやるも
のではないんです。儲かるんです。それを示
したのが鈴木俊一さんでありました。
　是非この昭島もですね、儲かるイベントを
やりたい、そして全国から大勢の観光客が来
て、賑やかな町、楽しい町になってもらいた
いと思っております。
　その一つのきっかけとしては、2025�年の
万国博覧会のパビリオン、まあ沢山のパビリ
オンができるでしょうが、その中の一つを昭
和の森に誘致して、立派な昭和記念館、昭和
の文化、昭和の楽しみを示すような、多様性
を示すような施設を考えてはいかがかと思い
ます。
　万国博覧会の後利用となりますと、費用も
そう掛からないし、相当立派なものができる
と思います。
　そういうような一つのプロジェクトを立て
て、この街づくりに励む、そしてそこに私た
ちの財団も協力させていただいて、世界中の
研修生が楽しめるような、日本を知るような、
そしてこれからどんどんと入ってくる外国人
の労働者が、日本とは何か、昭和とは何か、
日本文化とは何かということを、感じられる
ような施設を造ってみてはいかがかと思いま
す。
　市長さん以下、商工会の皆さんで、こうい
うような目標を持って、街づくりをされては
いかがかと考えている次第であります。
　ご清聴ありがとうございました。
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　「安全・安心
は公共財であ
り、訪日外国人
に対する最高の
おもてなしです
よ」
　堺屋会長は、
常々こういって
いた。
　2020 年 の 京
都コングレス
（国連犯罪防止
会議）、東京五
輪・パラリン
ピックに続き、
2025 年に大阪万博の開催が決まった。
　万博プロデューサーのプロとして、自ら理
事長を務める「美術愛住館」では万博の企画
展を行って、「夢を膨らませてみませんか」
と訴えていた。
　大阪万博の誘致が決まった直後の死は、堺
屋さん自身が一番残念がっているのではない
だろうか。
　データで見る『安全な国　日本』を発刊し
たのは、2015 年７月だった。堺屋さんの発
想だった。「堺屋太一責任編集」と表紙に刷
り込まれている。
　2020 年オリンピック・パラリンピック東
京大会を見据え、「世界一安全な日本」創造
戦略が閣議決定されたのが、2013年12月だっ
た。まさにピッタリのタイミングで『安全な
国　日本』は発行された。
　堺屋会長の「アジア刑政財団」（ACPF）
のスローガンは「犯罪なき繁栄」である。

　「日本は、『犯罪なき繁栄』を実現している
国なのです。これを世界に向けて発信するの
は、この財団の役目です」
　堺屋さんは、手帳にこだわった。背広のポ
ケットに入れて、いつでも取り出して見るこ
とができる大きさ。
　「国際線のスチュワーデス（客室乗務員）
が全員、この手帳を持ってくれて、お客さん
に日本の安全・安心をＰＲする。素晴らしい
と思いませんか」
　そんな夢を語っていた。
　発刊するまでに１年半かかった。まずどん
なデータを盛り込むのか。
　日本は安心の国です。犯罪が非常に少ない
からです。
　日本は安全な国です。事故が極めて少ない
からです。
　日本は清潔な国です。汚職が極めて少なく
なっています。
　遺失物が戻ってくる率も、非常に高くなっ
ています。
　日本は正確な国です。鉄道などの交通機関
は、時刻表通りに運行され、延着・運休はほ
とんどありません。
　日本は善意の国です。日本の安全と正確さ
は極めて安価に人々の善意と習慣で築かれて
いる最高の文化です。
　これが、堺屋さんが企画段階で書いたコン
セプトだった。
　当初、和文と英文だけでなく、最近急増し
ている中国・韓国からの訪日観光客向けに、
中国語とハングルも入れようと、堺屋さんは
主張された。
　しかし、タテ 15.5㌢、横 9.5㌢の手帳には

『安全な国 日本』と堺屋さん
財団評議員　堤　哲

「安全な国　日本」2018 年版
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収まりようもなく、英文だけになった。
　発行してすぐ、日本記者クラブで記者会見
をして、ＰＲにつとめた。
　自身の講演会でも、この手帳（「安全手帳」
と内部では呼んでいた）を資料として配布し
た。と同時に堺屋さんを取り巻く経済人グ
ループの会に売り込み、販売にまで先頭に
立ってくれた。
　2018 年 1 月に改訂版を発行した。そのは
じめには、こう書いた。
　――2020 年、５年に一度の「国連犯罪防
止会議」（コングレス）が４月に京都で開催
されます。「安心安全な国」日本を、世界の
司法関係者に示す好機になるでしょう。
　前回の京都コングレスは、1970 年大阪万
博の開催中に開かれている。堺屋さんがウデ
を振るった大阪万博から 50 年経っての２度
目の開催である。世界 140 か国・地域から
5000 人が集まる。
　ACPF の設立は、コングレスと密接にか
かわっている。コングレスは、1955 年ジュ
ネーブで第１回が開かれた。敗戦国日本の国
連加盟は、翌 56 年 12 月だが、コングレスに
は第１回から参加している。
　コングレスは、1872（明治５）年ロンドン
で始まった「国際監獄会議」から発展したも
ので、日本はこの会議に第１回から参加、戦
時中も分担金を支払っていた。だから国連未

加盟にもかかわらず、参加
が許されたのだ。
　第１回コングスの日本政
府首席代表は、ミスター検
察・馬場義続氏（1977 年没、
74 歳）。当時最高検刑事部
長。のちの検事総長である。
　1970 年第４回京都コン
グレスの議長を務めたのが
馬場氏で、裏方で会議の一
切を仕切ったのが、敷田稔
氏（元アジア刑政財団理事
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長、2017 年 9 月 12 日没、85 歳）だった。
　その馬場氏が、積極的に誘致して 62 年に
設立したのが国連アジア極東犯罪防止研修所
（UNAFEI、通称アジ研）である。府中刑務所
の隣接地にあったが、2017 年秋、昭島市に新
設された国際法務総合センターに移転した。
　アジ研は、発展途上国の刑事司法関係者を
日本のODA（政府開発援助）で招き、長期
泊まり込み合宿で研修をしている。すでに
その卒業生は、138 か国・地域の６千人に及
ぶ。最高裁長官、検事総長、法務大臣…な
ど、各国の司法界で活躍しているアラムナイ
（alumni）が少なくない。
　アジア刑政財団（ACPF=Asia　Crime　
Prevention　Foundation）は、アジ研の活動
を支援する目的で 1982（昭和 57）年に設立
された。日本での知名度はゼロに近いが、そ
の国際貢献は、世界の司法関係者から高く評
価されている。
　国連広報センターのＨＰに、日本に本部
を置く国連 NGO が紹介されているが、そ
の最初が ACPF である。経済社会理事会
（ECOSOC）でトップカテゴリー総合諮問資
格　（General　Consultative　Status） を 持
つNGOなのである。
　『安全な国　日本』は、堺屋さんの遺志を
受けて、2020 年京都コングレスに向けて、
再改訂版を発行する予定である。



2020京都コングレスのロゴマーク決まる！

　第 14 回京都コングレスが、2020 年４月 20 日から 27 日までの８日間、国立京
都国際会館（京都市左京区岩倉大鷺町 422、☎ 075-705-1229）で開かれます。
　日本での開催は、1970 年に京都で行われて以来、50 年ぶり２回目です。
　国連犯罪防止刑事司法会議（コングレス）は、５年に１度開催される犯罪防止・
刑事司法分野における国連最大規模の国際会議です。アジ研（国連アジア極東犯
罪防止研修所=UNAFEI）は、事務局の国連薬物・犯罪事務所（United�Nations�
Office�on�Drugs�and�Crime�=UNODC）に関係する国際組織でもあります。
　コングレスでは、犯罪防止・刑事司法分野において国際社会が直面している諸
問題や解決すべき喫緊の課題に対して、世界各国が協力して取り組むべき方策を
取りまとめた「政治宣言」が参加国の全会一致により採択されます。
　前回、2015 ドーハコングレス（カタール）には、約 150 か国から約 4,000 人が
参加しました。

　ACPF は、このロゴマークの使用許可を法務省から受けています。


